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PTGERS3; Prostaglandin E2 receptor EP3 subtype; PGE receptor EP3 subtype; PGE2 receptor
EP3 subtype; PGE2-R; Prostanoid EP3 receptor
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Gタンパク質共役受容体ファミリーのメンバーです。このタンパク質は、プロスタグランジンE2（PGE2）に対して同定されている4つの受容体の1つです。この受容体は、消化、神経系、腎臓での再吸収、子宮収縮など、多くの生物学的機能を有すると考えられます。マウスにおける類似体の研究では、この受容体が副腎皮質刺激ホルモン（ACR）反応や、外因性および内因性刺激に対する発熱にも関与していることが示唆されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年8月]、代替製品：追加のアイソフォームが存在するようです、機能：プロスタグランジンE2（PGE2）の受容体。EP3受容体は、胃酸分泌の抑制、中枢および末梢ニューロンにおける神経伝達物質放出の調節、尿細管におけるナトリウムおよび水の再吸収の抑制、子宮平滑筋の収縮に関与している可能性があります。この受容体の活性は、G-Iタンパク質を介したアデニル酸シクラーゼ阻害と細胞内カルシウム濃度の上昇の両方に共役する。様々なアイソフォームは同一のリガンド結合特性を有するが、異なるセカンドメッセンジャーシステムと相互作用する。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,組織特異性：小腸、心臓、膵臓、胃底粘膜、乳動脈、肺血管に発現する。,
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	PTGER3抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	EP3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

